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特　許 第5365819号（㈱構造工学研究所）

鉄骨造柱脚のアンカーボルトとベースプレートアンカーホールのクリアランス
を埋めることができる充填材 (鋼製フィラー)。
親と子の2個のフィラーで構成されており、親フィラー、子フィラーの順に、アン
カーボルトを介してベースプレート内に設置することで施工が完了する技術。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【特徴】
・アンカーボルト設置誤差を吸収し、スムースな鉄骨建方が可能。
・一般用アンカーボルト（M12～M80)及び階段専用（M16,M20)が対象。
・柱脚以外への適用も可能。
【品質】
・ベースプレートにあらかじめ大きめなアンカーホールを設けることで、一定の
精度管理下でアンカーボルトの台直しが不要。
・大きめなアンカーホールにより鉄骨ベースプレート位置精度確保が容易。
・過大孔の常識外のクリアランスを縮減。
【メリット】
・安全でスピーディな建て方が可能。
・工期の短縮および工程管理の改善、結果、コストダウンが可能。
・後施工アンカーを使用した耐震補強、耐震改修等にも適用可能。
・壁面への梁材取付等、横使いにも対応可能。

適用条件
・大きめのアンカーホール、アンカーボルト余長確保、ベースプレート規定寸法

（ヘリ空き、厚さ等）順守、適用アンカーボルトの引張強度　F=490N/mm
2
以下

出典：(株)構造工学研究所 引用日：2017/10/30
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＜親・子フィラーの納まり ＜柱脚の施工例(M48)＞


